
　

沢
藤
幸
治
氏
が
提
唱
し
、
三
好
学
氏

と
井
下
清
氏
に
よ
り
設
計
・
計
画
さ

れ
、
地
元
立
花
の
多
く
の
人
々
の
協
力

が
あ
っ
て
開
園
が
実
現
し
た
桜
の
名
所
、

展
勝
地
。
市
民
を
は
じ
め
全
国
の
多
く

の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
展
勝
地
開
園
90
周
年
記
念
式
典
」
は

平
成
24
年
１
月
28
日
、
さ
く
ら
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
そ
の
後
１
０
０
周
年
を
ど

の
よ
う
な
形
で
迎
え
る
の
か
を
考
え
る

「
開
園
１
０
０
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員

会
」
が
発
足
。
同
委
員
会
で
は
「
展
勝

地
と
は
何
？
」
「
先
人
た
ち
は
何
を
し
よ

う
と
し
た
の
か
？
」
な
ど
、
展
勝
地
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
し
て
、
１
０
０
周

年
ま
で
の
10
年
間
を
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
「
ゆ
か
り
の
地
訪
問
事
業
」

で
は
、
「
桜
・
歴
史
・
北
上
川
」
を
テ
ー

マ
に
、
先
人
が
見
い
だ
し
た
価
値
を
共

有
し
再
発
見
す
る
た
め
、
関
連
す
る
土

地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

「
桜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
訪
問
先
で
は
、

か
つ
て
平
泉
文
化
が
栄
え
た
頃
に
吉
野

の
桜
に
も
匹
敵
す
る
と
西

さ
い
ぎ
ょ
う

行
に
詠
ま
れ

た
桜
の
名
勝
地
復
活
を
目
指
す
「
西
行

桜
の
森
」
（
平
泉
町
）
と
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
後
世
に

同
様
の
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
に
と
津

波
到
達
点
に
桜
の
植
栽
活
動
を
行
っ
て

い
る
「
桜
ラ
イ
ン
３
１
１
」
（
陸
前
高
田

市
）
を
巡
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
り

心
残
り
だ
っ
た
の
は
、
展
勝
地
を
設
計

し
た
井
下
清
氏
が
手
掛
け
た
「
日
和
山

公
園
」
（
宮
城
県
石
巻
市
）
の
訪
問
。
北

上
川
舟
運
の
終
着
港
と
し
て
栄
え
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
、
桜
と
北
上
川
両
方
に

関
連
す
る
場
所
で
し
た
。　

　

「
歴
史
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
と
こ
ろ
で

は
、
国く

に

み

さ

ん

見
山
廃
寺
、
白は

く
さ
ん山

廃
寺
、
更
木

大お
お
た
け竹

廃
寺
の
ほ
か
稲
瀬
地
区
か
ら
立
花

地
区
ま
で
の
「
あ
ず
ま
海
道
」
の
踏
破
、

周
辺
の
蝦
夷
文
化
と
し
て
角
塚
古
墳
（
奥

州
市
）
を
訪
問
。
ま
た
、
国
見
山
仏
教

文
化
に
深
く
関
わ
る
北
上
川
東
岸
の
仏

像
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
成な

る
し
ま
び
し
ゃ
も
ん
ど
う

島
毘
沙
門
堂
、

凌
雲
寺
、
丹た

ん
な
い
さ
ん

内
山
神
社
（
い
ず
れ
も
花

巻
市
東
和
町
）
、
立
花
毘
沙
門
堂
、
如
意

輪
寺
（
市
内
）
、
藤
里
毘
沙
門
堂
（
奥
州

市
江
刺
）
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
駒
ケ
岳
を
起
点
に
展
勝
地
を
通
っ

て
釜
石
市
唐と

う

に丹
ま
で
伸
び
る
南
部
伊
達

領
境
に
関
連
す
る
新
谷
番
所
跡
（
遠
野

市
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

「
北
上
川
」
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

北
上
川
舟
運
の
起
点
で
明
治
橋
近
く
の

「
盛
岡
市
下
町
資
料
館
」
、
北
上
川
鉱
毒

汚
染
対
策
の
施
設
「
旧
松
尾
鉱
山
新
中

和
処
理
施
設
」
（
八
幡
平
市
）
を
見
学
。

北
上
川
最
大
の
支
流
・
和
賀
川
の
上
流

域
で
沢
内
地
区
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、

一
関
市
に
あ
る
北
上
川
学
習
交
流
館
を

巡
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
一
関
市
川

崎
か
ら
国
土
交
通
省
の
北
上
川
調
査
船

最
終
回
『
展
勝
地
開
園
１
０
０
周
年
』
記
念
事
業
を
振
り
返
っ
て

展
勝
地
風
土
記
編
集
委
員
会

　
展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
展
勝
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
展
勝
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
こ
と
、
地
理
的
な
こ
と
、
自
然
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
、
展

勝
地
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
や
展
勝
地
を
題
材
に
し
た
美
術
・
文
芸
作
品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

展
勝
地
風
土
記

令
和
3
年
11
月
26
日

展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
／
北
上
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
☎
72
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植栽当時の桜並木(大正)



「
ゆ
は
ず
」
に
乗
船
。
北
上
川
舟
運
が

盛
ん
だ
っ
た
江
戸
時
代
に
艜

ひ
ら
た
ぶ
ね

船
の
船
頭

で
、
付
近
で
破
船
し
地
元
民
に
手
厚
く

葬
ら
れ
た
「
清
五
郎
の
墓
」
が
あ
る
花

泉
町
日
形
を
訪
れ
、
持
参
し
た
花
や
線

香
を
手
向
け
ま
し
た
。
調
査
船
の
名
前

の
由
来
と
な
っ
て
い
る
北
上
川
源
流
の

「
弓ゆ

は

ず弭
の
泉
」
（
岩
手
町
）
は
日
程
が
厳

し
く
断
念
し
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
展
勝
地
に
関
わ
る
ゆ

か
り
の
地
を
訪
れ
、
目
で
見
て
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
有
意
義

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
ま
で

の
10
年
間
で
展
勝
地
を
見
つ
め
直
す
試

み
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
展

勝
地
を
掘
り
下
げ
て
紹
介
す
る
「
展
勝

地
風
土
記
発
行
事
業
」
は
、
市
の
広
報

紙
へ
年
４
回
折
り
込
む
と
い
う
ま
れ
に

見
る
取
り
組
み
で
し
た
。
展
勝
地
開
園

１
０
０
周
年
と
い
う
市
に
と
っ
て
歴
史

的
に
重
要
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
は
い
い

な
が
ら
も
、
調
整
や
決
定
ま
で
の
段
取

り
に
尽
力
さ
れ
た
関
係
各
所
の
皆
さ
ん

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

歴
史
や
自
然
、
文
化
と
多
岐
に
わ
た

り
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
執
筆
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
展
勝
地
に
関

す
る
全
て
の
こ
と
を
網
羅
し
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

参
考
ま
で
に
こ
れ
ま
で
発
行
し
た
記

事
の
タ
イ
ト
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

第
１
号
「
私
と
展
勝
地
」

第
２
･
３
号
「
展
勝
地
の
お
宝　

国
見

　
　
　
　

山
廃
寺
跡
」

第
４
号
「
黒
岩
の
謎
の
巨
石
群
」

第
５
号
「
展
勝
の
継
承
」

第
６
号
「
も
う
一
つ
の
展
勝
地
」

第
７
号
「
信
仰
の
道 

あ
ず
ま
海
道
」

第
８
号
「
奥
州
立
花
の
櫻
」

第
９
号
「
北
上
川
の
流
れ
と
と
も
に
」

第
10
号
「
天
地
の
華
」

第
11
号
「
こ
の
地
に
惹
か
れ
て
」

第
12
号
「
み
ち
の
く
民
俗
村
を
考
え
る
」

第
13
号
「
北
上
川
の
流
れ
と
と
も
に
②
」

第
14
号
「
展
勝
地
の
鳥
た
ち
（
野
鳥
）
」

第
15
号
「
山
は
時
の
堆
積
」

第
16
号
「
展
勝
地
の
春
」

第
17
号
「
簪

か
ん
ざ
しに

い
ざ
な
わ
れ
て
抱
か
れ

　
　
　
　

る
と
こ
ろ
」

第
18
号
「
山
河
花
満
ち
る
」

第
19
号
「
歴
史
の
扉
を
開
い
た
風
景 

陣

　
　
　

  

ヶ
丘
」

第
20
号
「
自
然
、
芸
術
、
そ
し
て
旧
暦
」

第
21
号
「
自
然
の
中
に
生
き
た
沢
幸
さ

      

　

ん
」

第
22
号
「
展
勝
地
と
父
と
私
達
と
」

第
23
号
「
展
勝
地
異
聞
」

第
24
号
「
展
勝
地
開
園
80
周
年
の
出
来

　
　
　
　

事
」

第
25
号
「
北
上
展
勝
地
と
名
勝
小
金
井

　
　
　
　

桜
」

第
26
号
「
民
俗
村
で
昔
語
り
を
」

第
27
号
「
珊
瑚
橋
も
の
が
た
り
」

第
28
号
「
如
意
輪
寺
さ
ん
と
お
宝
」

第
29
号
「
国
見
山
文
化
を
見
な
お
す
会
」

第
30
号
「
立
花
毘
沙
門
堂
と
お
宝
」

第
31
号 

「
１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
『
北

        

上
市
民
大
植
樹
祭
』
」

第
32
号
「
国
見
山
―

地
質
ガ
イ
ド
―

」

第
33
号
「
北
上
河
畔
で
展
勝
地
と
と
も

　
　
　
　

に
」

第
34
号
「
み
ち
の
く
民
俗
村
」

第
35
号
「
み
ち
の
く
民
俗
村
周
辺
の
生

　
　
　
　

き
物
調
査
」

第
36
号
「
藩
境
の
歴
史
と
と
も
に
」

　　

展
勝
地
の
自
然
環
境
や
施
設
、
文
化

活
動
な
ど
は
私
た
ち
が
過
ご
し
て
き
た

上
で
自
然
に
見
聞
き
し
、
体
感
し
て
き

た
も
の
で
す
。
歴
史
を
含
め
、
私
た
ち

の
体
の
一
部
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

郷
土
の
歴
史
文
化
を
知
る
と
い
う
こ

と
は
、
今
回
の
展
勝
地
に
関
す
る
こ
と

に
限
ら
ず
、
己
を
知
る
と
い
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
今
後
も
郷
土

北
上
に
興
味
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
も
深
み
を
増
し
て
い
き
ま
す
よ

う
に
願
う
も
の
で
す
。

展勝地の桜並木(昭和)

陣ヶ丘からの眺め(昭和)


